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はじめに
（１）　保育実践における記録とその特徴
　ソーシャルワーク実践、介護、保育などの社
会福祉サービスにおいては、利用者に対する直
接・間接的なかかわりや支援を行う過程で、日
常的に記録が作成されている。本研究が対象と
する保育実践では多様な記録が作成されている
が、加藤（2014：11）はこれを大きく次の６種類
に整理している。①「計画としての記録」（教育
課程・保育課程、年間や期の保育計画、月や週
の保育計画、日案）、②「公簿としての記録（１）」

（日誌）、③「日記としての記録」（実践のエピソー
ド・保育者の思い等の記録）、④「メッセージ
としての記録」（園だより、連絡帳など）、⑤「公
簿としての記録（２）」（保育所児童保育要録な
ど）、⑥「保育実践記録」（子どもの発達の物語・
実践創造の物語）（1）である。なかでも保育所は
保育の必要な子どもの日中生活の場として位置
づけられ、乳幼児が集団で長時間過ごすことか
ら、保育所として整備すべき記録の種類、内容
ともにボリュームのあるものとなっている。
　保育の特徴と記録の関係について、岸井

（2017：10-13）は以下の５点にまとめている。
①今日の保育は１回限りでとどまることなく進
んでいくため、記録があることで記憶を蘇らせ、
考える対象にすることができる。②保育は「身
体行為」で目に見えないため、記録があること
で自分の思い込みやしているつもりになりやす
い保育を対象化して、吟味できる。③記録を積

み重ね継続することで、プロセスとしての保育
における変化や成長をとらえ、次の保育を考え
る材料にできる。④保育は関係の上に成り立っ
ているので、子どもの姿や行為だけを記録する
のではなく、保育者の意図や気持ちなども同時
に記録したり、子どもと子どもを取り巻く環境
との関係、子ども同士の関係もとらえて記録す
る必要がある。⑤保育には「個をとらえつつ、
全体をとらえる」という根源的な難しさがあり、
記録し考えることで少しでも個をとらえたり全
体をとらえたりしようとする。
　岸井のこの指摘に関して、ソーシャルワーク
実践と比べた場合に、保育実践の記録に関する
特徴がより現れていると思われる点について以
下に補足する。まず上記③から、近年の日本で
は共働き家庭の増加等を背景に日常の生活時間
の多くを保育施設で過ごす子どもが増えてきて
いるため、保育実践ではプロセスにおける変化
や成長をとらえる重要性がいっそう高まってい
ることが認識できる。また④と⑤からは、保育
実践には集団生活を営むなかで個の成長を支え
ていくという特性があるため、常に個と集団を
とらえ、かかわることの意識化が必要であり、
これを適切に行うためには高い専門性が求めら
れることが指摘できる。これらに加えて、保育
所等では複数の保育者でクラス運営を行ってい
るため、保育者間での情報の共有や引き継ぎを
適切に行い、子どもに対する保育の継続性を保
つという意味においても、記録は大切な役割を

保育実践における参画型の記録方法に関する考察

志　村　久仁子

［研究ノート］



研究所年報 51 号　2021年２月（明治学院大学社会学部付属研究所）

─ 146 ─

もつことがわかる。
　
（２）　記録の意義と現状
　ソーシャルワーク実践における記録の意義に
ついて、保正（2015：18）は①「記録を通して
の自己省察による実践力と実践の質向上」、②

「ソーシャルワーカーとしてのアカウンタビリ
ティの遂行」をあげている。これは保育実践の
記録にもあてはまると考えられ、次のようにま
とめられよう。①記録し、自分自身で振り返っ
たり、同僚等に伝え振り返ったりすることで、
理解が深まり、観察力や実践力が向上し、保育
実践の質が向上する。②保育施設、子どもや保
護者、地域、関係機関と専門職等に対して、適
正に保育業務を行ったことの説明責任を果た
す。
　また「保育所保育指針」では「3　保育の計
画及び評価」の「（４）保育内容等の評価」にお
いて、「保育士等は、保育の計画や保育の記録
を通して、自らの保育実践を振り返り、自己評
価することを通して、その専門性の向上や保育
実践の改善に努めなければならない」としてい
る。つまり保育現場には「保育の計画や記録」
に基づき専門性の向上や保育実践の改善に向け
て取り組むことが求められており、これは前述
した記録の意義の①「実践力と実践の質向上」
に該当すると言える。
　では、「実践力と実践の質向上」に大きく影
響する記録とは、先にあげた加藤の６分類でい
うと何だろうか。それは具体的な子どもの活動
ややりとり、育ちの過程を、保育者というフィ
ルターを通してとらえ保育者の関わりや思いも
ふまえ記録したもので、加藤が実践記録の「中
核部分を構成している」（加藤2014：11）と表現
する「日記としての記録」と「保育実践記録」
を指すと考えられる。
　こうして保育実践の記録のうち、実践のエピ

ソードや保育者の思い等を記した「日記として
の記録」や、それらをもとに子どもの発達の物
語や実践創造の物語にまで整理した「保育実践
記録」が、一人ひとりの保育者の実践力を向上
させ、保育の質を向上させるうえでとくに重要
なものと位置づけられる。しかし、保育現場で
は日々の直接的な保育業務に追われるなかで、
むしろそれ以外の「計画としての記録」、「公簿
としての記録（１）（２）」、「メッセージとしての
記録」の作成、整備の必要に迫られ、時間も労
力もそれらに多くを割かざるを得ないのが現状
である。ここに、子どもの活動ややりとりを振
り返ったり保育者の関わりを省察したりするこ
とを促す記録が不足し、自らの専門性を高める
ことを困難にさせる構造があり、保育者の葛藤
の一端がうかがえる。

１　研究の目的と方法
（１）　研究の目的　
　保育実践における記録の特徴、意義や現状を
ふまえると、保育の実践力と実践の質向上に結
びつく記録方法としては、加藤の言う「日記と
しての記録」と「保育実践記録」に厚みを持た
せていく方向で、かつ保育現場で日常的に実行
可能なものを提示することが必要である。この
ような観点から、本研究ノートでは既存の保育
実践の記録方法のいくつかを比較検討すること
を通してその特徴を明らかにし、実践力や実践
の質向上に結びつく記録を成り立たせる要素に
ついて検討することを目的とする。

（２）　研究の対象および方法
　国内外で提唱されてきた保育実践の記録方法
のなかから、本稿では①レッジョ・エミリア・
アプローチ（以下、レッジョ・アプローチという）
の「ドキュメンテーション」、②ニュージーラ
ンドの「学びの物語」（Learning Stories)、③鯨
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岡峻による「エピソード記述」、④加藤繁美の「対
話的保育カリキュラム」において求められる「シ
ナリオ型実践記録」の４つを対象とする。
　さまざまな記録方法のなかから本研究でこれ
らを選んだ理由は、第一に記録の書き方や活用
について述べているだけでなく、明確な保育

（教育）理論や思想、子ども観等を背景にして記
録方法が構想されていることがある。第二に、
世界あるいは日本で注目を集め、現場で実践さ
れていたり、試みられたりしている記録方法で
あるためである。第三に、そうはいっても４つ
はいずれも実践するのは容易ではなく、保育現
場で実践可能な記録方法の在り方を検討してい
く際に、これらの記録方法の理論的背景も含め
て比較検討することは役立つと考えるからであ
る。
　本稿では、それぞれの記録方法を理解するた
め、その記録方法に関する文献資料を対象に多
角的に検討する方法を採用した。具体的には「誰
が記録するのか」「何を記録するのか」「記録の
目的は何か」「どのように記録するのか」「どの
ように記録を活用するのか」「記録方法の背景
にある保育（教育）の思想や理論はどのようなも
のか」「どのような子ども観に立脚しているの

か」などを抽出するものである。
　この検討を経て４つの記録方法を比較し、そ
の特徴を明らかにする。そして、保育の実践力
や実践の質向上に結びつく記録を成り立たせる
には、どのような要素が必要かを検討する。そ
のうえで、保育現場で実践可能な記録方法にと
り必要な条件についても若干の考察を加える。
　
２　４つの記録方法の内容と特徴
　ここでは４つの記録方法について、①各記録
方法の現在に至る経緯、②保育における記録方
法の位置、③記録の仕方と活用、④理論や思想
的背景を取り上げ、比較することで、各記録方
法の内容や特徴を明らかにする。

（１）　各記録方法の提唱の経緯と展開
　今回とりあげた４つの記録の歴史的背景を整
理したものが表１「各記録方法の概要」である。

１）　「ドキュメンテーション」
　表１に見るように「ドキュメンテーション」
は４つの中で歴史も長く、イタリアの一自治体
で展開されている幼児教育実践における記録の
方法である。1990年代に国際的に紹介され、現

表１　各記録方法の概要

ドキュメンテーション 学びの物語 エピソード記述 シナリオ型実践記録

国や地域 イタリアのレッジョ・
エミリア市 ニュージーランド 日本 日本

中心人物 ローリス・マラグッ
ツィ カー・マーガレット 鯨岡峻 加藤繁美

時期 1960年代 2001年 2005年 2014年

経緯

第二次世界大戦直後
の復興をめざす市民
による学校建設の活
動をルーツとし、市
が幼児学校の開設と
幼 児 教 育 の ネ ッ ト
ワーク化を開始。

ナショナル・カリキュ
ラムに対応したアセ
スメント方法として
開発。

質的アプローチや研
究の方法として提唱。
その後保育に関し理
論と実践の厚みをつ
けていく。

加藤の掲げる「対話
的保育カリキュラム」
を実践するために必
要不可欠なものとし
て提唱。

 （筆者作成）
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在は世界的なネットワークを構築するその実践
は、「レッジョ・エミリア・アプローチ」と呼
ばれている。日本では佐藤学や田辺敬子によっ
て紹介され、2001年には「子どもたちの100の
言葉」展（ワタリウム美術館）（2）が開催されたの
を機に、関心をもち学ぶ者が増えて現在に至っ
ている。
　なお「ドキュメンテーション」という言葉は
現在、日本の保育現場においても一般的に使用
されており、そこでは子どもの活動の様子をと
らえて写真とコメントで記録するものを指して
いる。

２）　「学びの物語」
　「学びの物語」（Learning Stories)は、ニュー
ジーランド教育省に設置されたプロジェクト
チームによってナショナル・カリキュラムが
1996年に制定されたのに続き、これに対応する
アセスメントを作り出す取り組みの中で生まれ
た。いずれも実践者たちの声を集めて形成され、
その後も「学びの物語」の実践を集めた事例集
が継続的に刊行されるなど、現場への普及が図
られてきたことも特徴的である。「学びの物語」
はその後も発展を続けている。
　日本では主に大宮勇雄（2010、2013、2020）が
翻訳、紹介するとともに、日本の保育現場での
実践を志向している。

３）　「エピソード記述」
　鯨岡が2005年に保育、教育、看護等の現場に
向け「エピソード記述」の方法論を提唱した後、
保育に特化した記述論を現場の協力のもと展開
した。2018年にも「新保育論」をまとめるなか
で示している。
　なお保育現場では今日、「エピソード記録」
という名称で、一日の保育の中で印象に残った
場面を詳しく書いて、研修や会議等で活用する

ことが行われているが、そのような記録と「エ
ピソード記述」とは必ずしも同一ではない。「エ
ピソード記述」に関連する鯨岡の文献資料は複
数に及び、常に保育者による「エピソード記述」
例をふんだんに掲載し、それに対して鯨岡がコ
メントをつけていることも特徴である。

４）　「シナリオ型実践記録」
　加藤が提唱する「対話的保育カリキュラム」
の実践編として「記録」に関する著書をまとめ

（2014年）、この中で「シナリオ型実践記録」を
掲げた。「対話的保育カリキュラム」の理論を
実践するうえで不可欠なものとして提示された
が、記録に特化した書籍としては１冊のみであ
り、今後さらに現場での取り組みとその公表が
期待されるところである。別の言い方をすれば、

「対話的保育カリキュラム」の理論を構築した
加藤は、この理論に基づいて研究や教育を進め
ているところにあると思われる。

　以上見てきたように、「ドキュメンテーショ
ン」と「学びの物語」は個人というよりも、地
域や国として取り組まれている公共性の強いも
のである。一方、「エピソード記述」と「シナ
リオ型実践記録」は個人による提唱である。「ド
キュメンテーション」や「エピソード記録」と
いう用語が現在の日本の保育現場で広く使われ
ていることから、本来それが意味しているとこ
ろの理解の程度はともかく、用語としては広く
認知されていることがわかる。

（２）　保育における記録方法の位置
　それぞれの記録方法が保育実践のなかでどの
ように位置づけられているのか、記録の定義や
対象、目的に該当する部分を抽出し検討する。
これらを簡略に整理した表２「記録の位置づけ」
をもとに記述する。
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１）　「ドキュメンテーション」
　ドキュメンテーションで焦点が当てられてい
るのは、子どもの「学習過程」である。それは
具体的には日々の生活や遊びや学びといった
文化生活における活動や大人・子どもたちとの
やりとりのなかに現れる。したがって活動やや
りとりを記録することで学習過程を可視化し
ようと努めるのだが、その際に極めて重視され
ているのが、「傾聴することと傾聴されること
を確かな営みとして確立すること」（リナルディ
2019：109）である。そうして記録されたものを
子どもや教師や親（3）で共有し、対話を交わし、
ひいては「学びの共同体」を形成することが目
指されている。
　このような意味での記録を作成する者とし
て、教師、アトリエリスタ、ペタゴジスタ、そ

の他の職員だけでなく、子どもも位置づけられ
ている。

２）　「学びの物語」
　「学びの物語」はその命名が示しているよう
に、子どもの「学び」をとらえて「物語」（ストー
リー）に綴るという記録方法である。子どもの
学びを見つけるときのポイントを「学びの構え
の５領域」として、①「関心を持つ」②「熱中
する」③「困難ややったことがないことに立ち
向かう」④「考えや感情を表現する」⑤「自ら
責任を負う、あるいは他者の視点に立つ」の５
つの行為に整理している（カー2013：161）。そ
してこれら５つのうちどれか１つ以上が「一人
ひとりの子どもたちの姿の中に現れた場面を生
きいきととらえた『スナップ写真』あるいは臨

表２　記録の位置づけ

ドキュメンテーション 学びの物語 エピソード記述 シナリオ型実践記録

記録方法
の定義

子どもの学習過程で
教師や子どもが「対
話」を交わしていく
ための手続きであり、

「相互的学習の過程」

日々の実践の過程の
中で日常的に行われ
る「形成的アセスメ
ント」

子どもと保育者の間
の「目に見えない心
と心の触れ合い」を
描いたもの

・ 保育の実践場面を
「可能なかぎり忠実
に再現」した記録

・ 子 ど も の「 思 考 」
と「育ち」の軌跡
を表現したもの

記録の
対象

子どもたちの日々の
活動、大人や子ども
たちの中でのやりとり

子どもの「学びの構
え」の５領域のどれ
かに該当する場面

保育者の「心が揺さ
ぶられた場面」

その日の保育の中で、
保育者が「心を動か
された場面」

記録の
目的

・ 子どもたちの「学
習過程」、そこでの
やりとりを人間関
係や感情を含め可
視化し、共有可能
にする。

・ 子どもと教師と親
の間に「対話のあ
る 関 係 」 を 作 り、
子どもの活動と物
語を共有して、「学
びの共同体」を構
成する。

・ 子 ど も、 家 族、 他
の職員、実践者本
人と「コミュニケー
ション」をはかり、
今後の方向性や計
画を共有する。

・ カリキュラムとア
セスメントを子ど
も・ 家 族 と「 と も
に綴る」。

・ これまでの「させ
る保育」の流れを
変え、「子どもの心
を育てる保育」の
流れを作り出す。

・ 「自分の保育を振り
返り、保育の質を
高める」。

・ 「保育を科学する必
要条件」。

・ 保育実践の質を高
め、「子どもを主体
と す る 保 育 実 践 」
を作り出す。

・ 実践記録を書く実
践が広がらなけれ
ば「対話的保育カ
リキュラム」の理
論は飾り物になる。

記録者 教職員、子ども 実践者、子ども、親 保育者 保育者
 （筆者作成）
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場感のある記録を継続的に積み重ねて」（カー
2013：161）いこうとする。その意味で「学びの
物語」は保育実践の過程において日常的に行わ
れる「形成的アセスメント」なのである。この
過程に実践者だけでなく子ども、親も参加し、
お互いのコミュニケーションを図りながら展開
することで、「学びの物語」という記録はもち
ろん、保育カリキュラムも子ども、家族ととも
に作っていくことが目指されている。

３）　「エピソード記述」
　鯨岡は従来の保育の批判の上に立ち、「子ど
もの心を育てる保育」を作り出すために「エピ
ソード記述」が必要だと説く。保育の営みにお
ける子どもと保育者の「心」（主観）を等しく重
視している点に、鯨岡の所論の大きな特徴があ
る。したがって、「目に見えない子どもの心（気
持ちや思い）に保育者がしっかり目を向け、そ
れを受け止め、保育者の思いを返すところをエ
ピソードに描き出す」（鯨岡2009：1）ことで、主
体としての保育者の姿も顕在化し、保育の質を
高めることにつながると構想している。このよ
うな観点から、エピソード記述では「保育者の
心が揺さぶられた場面」を取り上げるのである。

４）　「シナリオ型実践記録」
　加藤は本稿の冒頭で紹介したように保育の実
践記録を６種類に整理しているが、「シナリオ
型実践記録」として書くことが期待されている
のは６つのうちの「日記としての記録」と「保
育実践記録」である。「シナリオ型実践記録」
すなわち「実践場面を可能なかぎり忠実に再現
した記録」（加藤2014：37）は、①「聞き上手な
保育者に成長する」、②「子どもの視点から保
育実践を見つめることが可能になる」、③「直
感的応答力の省察（反省的に振り返ること）を可
能にする」、④「子ども参画型の保育実践を可

能にする」（加藤2014：30-31）のであり、保育実
践の質を高めるうえで有効な力を持つ。このよ
うな記録は「『主観』を持った子どもと、『主観』
を持った保育者との間でつくりだされる『間主
観的』実践」（加藤2014：69）である保育実践の
営みに、「科学の目を持ち込むことが可能になっ
てくる」（加藤2014：24）。したがって記録する
対象も、主観を持った保育者の「心を動かされ
た場面」ということになる。
　こうした実践記録を書く実践が広がること
で、加藤の掲げる「対話的保育カリキュラム」
の理論が現実のものになっていくことが目指さ
れていると言える。

　以上のように、「ドキュメンテーション」と「学
びの物語」は明確に子どもの「学び（学習）」に
記録の焦点があてられている。そして「エピソー
ド記述」と「シナリオ型実践記録」では保育者
の「心が動く」場面を切り取って保育者が記録
を書くのに対し、「ドキュメンテーション」で
は「学習過程」というプロセスを、「学びの物語」
では実践の過程に見られる「学びの構え」をと
らえ、子どもとともに記録する姿勢が貫かれて
いる。さらに「ドキュメンテーション」と「学
びの物語」では子どもや親の参加、共有が重視
されている点も特徴である。

（３）　記録の仕方とその活用法
　では、実際にそれぞれの記録方法はどのよう
に記録し、どのように活用するのだろうか。こ
れらの要点を整理すると表３「記録の仕方と
その活用法」のようになる。そこから、以下の
ような記録方法間の共通点や独自性が浮かび上
がってくる。

１）　「ドキュメンテーション」
　「ドキュメンテーション」は多様な道具・手
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法や表現を用いて行われ、幼児教育施設内の各
所に飾られるとともに、個人のドキュメンテー
ションは持ち帰り、家庭でも共有される。この
ようにして子どもは自分自身や他の子どもたち
の学習過程を「見る」ことができ、そこからさ
らに自己や他者と「対話」していけるようになっ
ている。また教職員同士で意見を交換し解釈し
直すことは、「研修や自己訓練の最も重要な機
会となり得」（レッジョ・チルドレン2012：162）
るとされる。

　ゆえに、記録は同僚たち、子どもたち、親た
ちなど誰しもに開かれたものでなければなら
ず、「見やすさ」「読みやすさ」「共有のしやす
さ」が求められる（リナルディ2019：111）。し
たがって適確に記録を作ろうとすれば「記録の
書き方、つくり方を鍛錬する必要がある」（リナ
ルディ2019：113）。
　また「ドキュメンテーション」は街や市民と
の交流にも用いられており、幼児教育施設の外
にも活用が広がることで、子どもに価値を置き

表３　記録の仕方とその活用法

ドキュメンテーション 学びの物語 エピソード記述 シナリオ型実践記録

記
録
の
手
段
や
方
法

・ 描画、写真、ビデオ、
造形、身体表現、文章、
画像、日誌など多様
な道具・手法・表現
が用いられる。

・ 見やすさ、読みやす
さ、共有のしやすさ
が重要。

・ 当初①「学びの物語」、
②「 短 期 の 振 り 返
り」、③「次にどうす
るか？」を記入する
フォーマットに文章
や写真、子どもの説
明などを付けた。そ
の後ICTやデジタル
カメラを駆使するよ
うになった。

・ 現在は文章も家族の
コメントも子ども本
人に向けた文言。

・ ①背景、②エピソー
ド本体、③考察を文
章で記述する。

・ ②のエピソード本体
の中に、保育者が感
じたり間主観的につ
かんだりしたことや、

「保育者の『受け止め
て返す』部分」を描く。

・ 主に文章で書き、写
真などを付ける。

・ ①保育者が面白いな
どと感じた事実を「演
劇や映画の脚本（シナ
リオ）のように、時系
列に沿って再現」す
る、②タイトルをつ
ける、③保育者の「感
想」を書き添える、
がポイント。

記
録
の
活
用

・ 施設のあちこちに飾
られる。

・ 個 人 の ド キ ュ メ ン
テ ー シ ョ ン は 箱 や
ポートフォリオに収
集され家に持ち帰る。

・ 教職員同士で議論し、
解釈し直すことで、
筋のある物語となる。

・ 子どもが自分のした
ことを見つめ直して

「自己修正、評価と自
己評価、確認や調整」
ができ、「他者の歩ん
できた足跡や過程と
の間で対話」できる。

・ 親・ 家 庭 と の 伝 達、
情報交換の道具とな
る。

・ アセスメントのプロ
セスは①「学びをと
らえること」、②「記
録づくり」、③「話し
合うこと」、④「次に
どうするか判断する
こと」。

・ 実践者にとって子ど
もの理解、学びの計
画、学びの共同体の
確立につながる。

・ 親は子が持ち帰った
ポートフォリオの「物
語を読み聞かせ」る。

・ 子 ど も は 他 の 子 の
ポートフォリオも見
ることができる。

・ 子ども・親・保育者
で「学びの物語」を
共有する。

・ 保育者で検討しあう
ことで、同僚意識が
深まり、保育者とし
て の ア イ デ ン テ ィ
ティを確かめること
ができ、保育の質の
向上につながる。

・ 記録をもとに保育者
集団で子ども・保育
を語り合い、保育カ
リキュラムをつくり
だす。

・ 「書きためた『日記と
しての記録』をある
段階でつなげて『保
育実践記録』にまと
める」。それは①一人
の子どもに焦点を当
てて「子どもの発達

（育ち）の物語」にま
とめたり、②一つの
活動が生成・発展し
ていく過程を「保育
実践の物語」として
整理したりしていく
ことである。

 （筆者作成）
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人の尊厳を大切にする民主的な市民社会の構築
に貢献しているのである。

２）　「学びの物語」
　「学びの物語」の実践は、開発から10年あま
りの間に大きく変化したが、その変化の中身は
次の文章に端的に示されている。「記録の方法
は『メモや文章中心』から『ICTやデジタルカ
メラを駆使』するものへ変化するとともに、そ
のポートフォリオは『大人が議論するための素
材』から『子ども自身が主人公となって語り合
うための拠りどころ』へ、そしてアセスメント
実践の目的そのものが『大人が子どもの学びを
記録する』ことから『大人と子どもが共同で学
びを語り合い、つくりだす』ことへ発展しまし
た」（カー、リー2020：258）。
　記録の文章そのものが現在、「子ども本人に向
けて」書かれていること、子どもが自分のもの
だけでなく他の子どもの記録も見られることは、
記録が本人や関係者に開示、共有されることを
前提として作成されていることを意味している。
　こうした変化はあるが、開発当初に示された

「学びの構え」の５領域や、「学びの物語」のア
セスメント用紙の記入項目である①「学びの物
語」②「短期の振り返り（ここでどのような学
びが進行していると考えたか？）」③「次にど
うする？（どうしたら私たちは、『学びの物語』
の枠組みにおける次の『段階』に進むことを促
すことができるか？）」という３つは、継続さ
れつつ発展を遂げている。

３）　「エピソード記述」
　「エピソード記述」では、①背景、②エピソー
ド本体、③考察の３つを記述することが求めら
れている。鯨岡の複数の関連著作には実に多く
の「エピソード記述」例が掲載されているが、
ほとんどすべて「文章」のみで記述されており、

この点が他の記録方法との顕著な違いである。
　記述する際の留意点として、①「保育者の印
象に残った出来事を取り上げて描く」②「出来
事のあらましが読み手に分かるように描く」③

「その出来事の背景を示す」④「保育者の『受
け止めて返す』部分を描く」⑤「このエピソー
ドを取り上げた理由を最後に付す」をあげて、
これらが「どこまで完備しているかによって、
そのエピソードが読み手に分かるものになるか
どうか、『保育の質』を考える上で役立つエピ
ソード記述になるかどうかが決まるといえる」
と述べている（鯨岡2007：77）。④のように、「目
に見えない子どもの心（気持ちや思い）に保育者
がしっかり目を向け、それを受け止め、保育者
の思いを返すところをエピソードに描き出す」

（鯨岡2009：1）ことを鯨岡は強調している。

４）　「シナリオ型実践記録」
　「シナリオ型実践記録」とは、保育者が心を
動かされた場面について、「子どもの言葉・し
ぐさ・表情と、保育者の言葉・感情・行動」

（加藤2014：38）を「演劇や映画の脚本（シナリ
オ）のように、時系列に沿って再現してい」（加
藤2014：36）くという特色から命名されたもの
であろう。「それぞれセリフを言う人の視点か
ら、記録が書かれている点に特徴がある……つ
まり、シナリオ型実践記録をそれぞれの子ども
の視点から読み直すことで、子どもたちが本当
に望んでいたことを知ることができる」（加藤
2014：53）としている。
　そのようにして書かれた「日記としての記
録」は「保育の中で生起する『小さな物語』が、
関連性なくバラバラに記録されたもの」（加藤
2014：108）であり、「ある段階でつなげて『保育
実践記録』にまとめること」（加藤2014：12）が重
要だと述べている。それが「子どもの発達（育ち）
の物語」と「保育実践の物語」という２種類の
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物語だとして、このような「大きな物語」に発
展させていくためのポイントを示してもいる。

　以上のように、「ドキュメンテーション」と
現在の「学びの物語」は記録の仕方、活用とも
に共通点が多いことがわかる。また、保育者同
士で話し合うことは、すべての記録方法で重視
されていた。さらに「学びの物語」、「エピソー
ド記述」、「シナリオ型実践記録」では、記録す
る際の基本的な書式が定められていた。

（４）　背景にある思想や理論
　４つの記録方法についての文献資料を検討す
るなかで、その根底には確固とした保育（教育）
に関する思想や哲学、理論が流れていることが
わかった。そのポイントを文献資料の表現を活
かす形でまとめたものが表４「背景にある理論

や思想」である。以下ではこの表をもとに、各
記録方法の背景にある思想や価値観、理論を明
らかにする。

１）　「ドキュメンテーション」
　レッジョ・アプローチは社会文化的発達論に
基づいており、教育における「創造性」「関係性」

「傾聴」が極めて重視されている。なおレッジョ・
アプローチにおける「傾聴（聴くこと）」には、

「その子どもが何を探求しようとしているのか
を多様な次元で聴こうとする保育者の姿があり
ます。子どもたちの100の言葉を聴き取るとい
う姿勢です」（秋田2018：3）と述べられている。
　子どものもっているさまざまな権利─個人
的、法的、市民的、社会的な権利─を認め、子
どもを一人の市民としてとらえ、「子どもはい
まここの時点から、権利や価値、文化を生み出

表４　背景にある理論や思想

ドキュメンテーション 学びの物語 エピソード記述 シナリオ型実践記録

保
育（
教
育
）理
論
・
思
想

・ 「子どもは文化と社会
の中で育つ」という
教育の根本原理のも
と、創造性、関係性、
傾聴の教育学を特徴
とする。

・ 「子どもの権利を保障
すること」と「子ど
もの100の言葉を信じ
尊重すること」が、
乳幼児教育の土台か
つ中心の価値観。

・ 子どもの発達を「社
会的文化的実践への
参加とその変容」と
とらえる。

・ 子どもたちの学びに
は関係性の原理があ
る。

・ 乳幼児期に大切な学
びの成果は「学びの
構えを育むこと」。現
在では「知識の蓄えと
構えの蓄えの絡み合
い・結びつき」とする。

・ 「子どもの主体として
の思いを受け止め、
保育者の主体として
の思いを返す保育」、

「心を育てる保育」を
保育の根幹に据える。

・ 子どもと大人では主
体としての成長の度
合い等が違う。

・ 保育の目標は「子ども
が『私』の心と『私たち』
の心をもった１個の主
体として育つこと」。

・ 「環境（モノ・コト）と
深 く 対 話 し、 人（ 他
者）と心地良く対話
し、自分自身と対話
しながら活動する『対
話的人格』」をもった
人を乳幼児期から意
識的に育てていくこと
が、「対話的保育カリ
キュラム」創造の目的。
その実践を通してか
けがえのない「自分
の物語』を創造する。

子
ど
も
観

・ 「どの子にも、非常に
豊かな天性の素質と
可能性、精神力、創
造性がある」。

・ 子どもたちは「生ま
れた時から一市民で
あ」り、様々な権利
がある。

・ 「子どもは有能で豊か
な可能性を持ってい
る」。

・ 「どんな子も学び・成
長して意味ある行動
をしている（から信頼
する）」。

・ 子どもは「周囲の大
人によって『育てら
れて育つ』存在」。

・ 子どもはいまのある
がままをしっかり受け
止めてもらえば、必
ずその「『ある』を乗
り越えて、目の前の
大人のように『なる』
ことへと自ら向か」う。

・ 「『意味』を作り出し、
世界と『対話』しな
がら生きる主体」。

 （筆者作成）
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す存在である」（秋田2018：4）とする。「どの子
にも、非常に豊かな天性の素質と可能性、精
神力、創造性がある」（レッジョ・チルドレン
2012：343）という子ども観に立っている。

２）　「学びの物語」
　「学びの物語」も社会文化的発達論に基づい
ている。「子どもの行動を、基本的には何か意
味のあることに『参加しようとする行動』とし
てとらえよう」（大宮2010：46）とするため、「否
定的と見えた行動の中に『子ども自らが学び成
長している姿』を見ることの重要性を、学びの
物語は強調しています。……どんな子も学び・
成長して意味ある行動をしている（から信頼す
る）と見えるようになる」（大宮2010：181）とい
う点は、「学びの物語」の特色であり、ソーシャ
ルワーク実践におけるストレングス視点に重
なってくる。
　以上からもわかるように、「学びの物語」に
おける子ども観は「能力を備えた価値ある存在」

（カー、リー2020：122）というものである。乳
幼児期に「参加の基礎（関心、熱中、粘り強さ、
コミュニケーション、責任）を育むことによっ
て、『学びの物語』の枠組みは、生涯にわたる
学びのための素地を築いているのだと考えてい
る」（カー2013：279-280）。

３）　「エピソード記述」
　鯨岡の保育論の中心には、「主体」としての
子どもの「心」を育てることがあり、それは「主
体」としての保育者が子どもの思いを受け止
め、保育者の想いや願いを子どもに伝え・返す
ことによって営まれる。「あくまでも、自分ら
しく、しかし周りと共に生きる姿勢をしっかり
もって生きる人間」（鯨岡2010：23-24）が保育の
目標である。また発達概念を「関係発達」とし
て、すなわち「『育て─育てられる』という関

係全体が時間軸のなかで変容していく過程」（鯨
岡2010：38）としてとらえている。そして保育
者が「受け止め・認め・支える」ことで子ども
が「ある」から「なる」に向かい、それを保育
者が「導き・促し・教える」（鯨岡2010：65）と
ころに、子どもの発達の真の姿を見ている。
　このように鯨岡においては、保育者と子ども
との関係を軸に、「育てられて育つ」存在とし
ての子ども観に基づいて保育が考えられてい
る。したがって保育者と子どもとの関係も、「子
どもと大人では主体としての成長の度合い、器
の大きさが違」（鯨岡2010：25）うと述べ、その
非対等性を前提としている。　

４）　「シナリオ型実践記録」
　加藤の「対話的保育カリキュラム」論におけ
る子ども観は、「『意味』を作り出し、世界と『対
話』しながら生きる主体」（加藤2007：154）、「常
に主体的であると同時に共同的・集団的に生き
ようとする」存在（加藤2007：60）というもので
ある。このような主体を対話的関係の中で育て
ていこうとするのが「対話的保育カリキュラム」
であり、加藤の理論では「対話」が重要な概念
となっている。
　「環境（モノ・コト）と深く対話し、人（他者）
と心地良く対話し、そして自分自身と対話しな
がら活動する、『対話的人格』」（加藤2007：4）を
もった人、つまり「自分とは違う考えを持った
相手を尊重し、対話的関係を通して共有しうる
新しい価値を創造する人間を、乳幼児期から意
識的に育てていこうとする点に、『対話的保育
カリキュラム』創造の目的がある」（加藤2007：4）
としている。
　このように加藤の保育論にも、レッジョ・ア
プローチや「学びの物語」に見られる社会文化
的発達論が取り入れられていると考えられる。
　ここまで記録方法の背景にある思想や理論を
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見てきたが、レッジョ・アプローチと「学びの
物語」には社会文化的発達論と、子どもを豊か
な可能性をもった存在として尊重し信頼を寄せ
る子ども観に基づくという、大きな共通性が
あった。この点については、「学びの物語」の
開発や発展に寄与してきた者自身からも、「学
びの物語」はレッジョ・アプローチから「子ど
もの学びを可視化するための多くの考えぬかれ
たすばらしい方法について学んできた」（カー、
リー2020：215）と言及されている。言うまでも
なく、このような子ども観では子どもをさまざ
まな権利をもった主体としてとらえている。
　またさまざまな観点から記録方法を見ていく
ことで、それぞれの記録方法で鍵となる概念、
例えば創造性と傾聴、学びや参加、主体として
の心、対話的人格なども、より明示的になった。
　以上のように、４つの記録方法の背景にある
思想や理論、子ども観をふまえることで、各記
録方法で重視されている用語や概念に対する理
解を深めることができる。このことは記録方法
を単なる書き方のレベルではなく自分のものと
して使い、省察し、今後の実践につなげるツー
ルとして扱ううえで重要だと思われる。

３�　実行可能な記録方法の構築に向けた予備的
考察

　以下では、４つの記録方法の比較をふまえて
現在およびこれからの保育に必要な思想や価値
観とその意義について考察するとともに、そう
した思想や価値観に基づく記録方法を保育現場
で実行可能なものとして提示していくために必
要な条件や課題についても考える。

（１）　保育の基盤におく思想や価値観
１）�　社会構成主義の発達論とナラティブ・ア
プローチ

　レッジョ・アプローチや「学びの物語」は明

らかに社会文化的発達論をベースにしており、
加藤の対話的保育カリキュラム論もこの視点を
取り入れていることが伺えた。社会文化的発達
論は社会構成主義を基礎とした発達論であり、
大宮（2010：21）は「社会的構成主義」の発達論、
あるいは「社会文化的」発達論をベースにして
いるという点で、レッジョ・アプローチとニュー
ジーランドの幼児教育カリキュラムは共通性が
あると指摘している。
　社会構成主義の発達論に基づけば、子どもは
人々や自然など自分を取り巻く関係のなかで意
味を作り出し、言葉を含めた表現を行う。子ど
もたちは話したり表現したりするとき、常に意
味を再構成しているのであり、自分自身の未来
を創造していると考える。こうして子どもたち
は多層的な意味を現実に付与しながら生きてい
るのであり、その日々の営みは創造性にあふれ
ている。保育実践は、このような意味を作り出
し、意味を生きる子ども一人ひとりの学びや育
ちに寄り添い、傾聴や対話を通して理解しよう
とする営みであると言えよう。
　また、本稿で取り上げた４つの記録方法では、

「ドキュメンテーション」「学びの物語」「シナ
リオ型実践記録」ともに「物語」として綴られ
ることにおいて自覚的であった。「エピソード
記述」も形態としては物語の形式をとっている。
　「物語」については、「『ナラティブ』は複数
の出来事を時間軸上に並べたもの、『ストー
リー』はナラティブにプロットが加わったも
のであり、『プロット』とはいわゆる『筋立て』
のことで複数の出来事の関係を示すものであ
る」（野口2009：3）。そして「『ナラティブ』と
いう用語は『ストーリー』をその一特殊形とし
て含む上位概念として使用することができる」

（野口2009：4-5）。このような理解に立つとき、
「時間的に生起したさまざまなできごと（エピ
ソード）が一定の筋（プロット）に取り込まれな
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がら展開する流れ」（久保・副田2005：231）を指
す「物語（ナラティブ）」の形式をとるアプロー
チは、保育実践の記録において有効だと認識さ
れていることがわかる。
　社会構成主義やナラティブ・アプローチは現
在、ソーシャルワーク実践でも重視されている
が、保育実践においても同様であることが明ら
かになった。乳幼児を対象とする保育実践では、
子ども自身の言語による「語り」が十分なされ
にくいという特性があるため、保育者がいかに
観察とかかわりを通して子どものナラティブを
とらえるかが問われる。つまり観察や解釈の力
量を高めることの必要性が明白である。

２）�　豊かな能力、可能性、創造性をもった一
人の市民としてとらえる子ども観

　日本では現在、保育所保育を含めて生涯にわ
たる人格形成の基礎を培う幼児教育の重要性が
認識され、保育の質向上の必要性が唱えられて
いる。これを推進していくにあたり、本稿で検
討した「ドキュメンテーション」や「学びの物
語」に流れている、豊かな能力や権利、創造性
をもった力強い存在としての子ども観の意義を
再確認したい。
　しかしこのような子ども観も、先の社会構成
主義の発達論に基づく子ども理解も、頭では理
解していても、実際に子どもを前にしてその通
りの実践ができるかは、別問題である。日々の
保育における具体的な行為、態度がこうした思
想や価値観に裏打ちされたものとなるために
は、保育者自身が学び振り返り続ける姿勢が不
可欠である。

３）�　学び・育ちの過程を可視化するものとし
ての記録を子どもとともに、さらには保護
者の参加も得て作り出そうという姿勢

　本稿で取り上げた海外の２つの記録方法で

は、子どもの「学び」（学習）に焦点が当てられ
ていた。一方、日本人による２つの記録方法を
含め、日本の多くの記録方法─なかでも保育所
保育に関して─ではこれまで「学び」よりも「育
ち」あるいは「育てる」ということに重点が置
かれてきたと言ってよい。これは「保育所保育
指針」の「養護及び教育を一体的に行う」とい
う文言を背景に、実際の現場では養護をまず重
視して保育を行ってきたことの反映だと考えら
れる。
　そして従来、日本の保育記録は保育者が作成
するもので、子どもや保護者とともに作成する
という視点に乏しかった。しかし「ドキュメン
テーション」や「学びの物語」が子どもとともに、
さらには親も参加して綴られ、共有されている
実践に触れると、そのような取り組みや過程に
よって子ども自身が「自分の物語」を創造して
いく主体として生きているということが、はっ
きりと認識できる。
　これからは子どもの「育ち」だけでなく「学
び」の過程をとらえ可視化するものとしての記
録を、子どもや保護者と一緒に作り出そうとい
う姿勢をもつことが必要と思われる。そのよう
な協働のもとで記録が作成されることは、子ど
もや保護者とともに保育を作り出すことにほか
ならない。

（２）�　実行可能な記録方法であるために考慮す
べき要素　

　このような思想や価値観を保育の基盤に掲げ
たうえで、実際の保育現場で取り組め、継続し
ていけるような記録方法であるためには、どの
ような点に配慮する必要があるだろうか。本稿
での検討から導かれるものとしてここでは４点
を指摘するにとどめ、具体的な方法や展開につ
いては今後の課題としたい。
　第一に、保育現場で求められる各種の記録物
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のなかでの「学び・育ちの記録」の位置を確認
することである。前述したように冒頭で紹介し
た実践記録の６種類のうち「計画としての記録」
や「公簿としての記録」、「メッセージとしての
記録」の優先度が高いのが現状である。各種の
記録を整理統合することも含めて、「学び・育
ちの記録」を記録の重要部分に位置づけること
が必要である。
　第二に、「書きやすさ」としての観察の視点
や書式を提示することである。保育現場の負担
を考慮し、「書きやすい」と感じられる記録に
することが必要不可欠である。そのためには観
察の視点や、書式などを保育者の立場から検討
していくことが求められる。その意味で、「学
びの物語」において「学びの構え」の５領域と
いうアセスメントの視点を掲げ、書式に欄を設
けたことは参考になる。
　第三に、「見やすく・読みやすく・共有しや
すい」記録をめざすことである。この３点は「ド
キュメンテーション」で重要視されていたこと
である。これらが満たされることで、子どもや
親、関係者、街や市民と共有することが可能と
なり、子どもから出発する「学びの共同体」構
築に結びついていく。
　第四に、「観察、記録、話し合い、解釈の循
環」を作り出すことである。「ドキュメンテー
ション」では「観察、解釈、記録は一つに結
びついていて……切り離すことはできない」（リ
ナルディ2019：110）とされており、「話し合い」
の重要性は本稿で取り上げた４つの記録方法す
べてで指摘されていた。子どもの学びや育ちを
よりよくとらえるためには、「観察」する力を
磨きながら、収集された情報や記憶をもとに意
味を読み取り解釈して「記録」し、その記録を
もとに保育者などで「話し合い」、それに基づ
いてさらに「解釈」し直すという「循環」を作
り出すことが肝心である。

おわりに
　本研究では、「ドキュメンテーション」「学び
の物語」「エピソード記述」「シナリオ型実践記
録」の４つの記録方法を対象として比較するこ
とで、その内容や特徴を明らかにしてきた。
　このうち、「ドキュメンテーション」と「学
びの物語」は個人というより地域や国として取
り組まれている公共性の強いものであったが、
記録の仕方や活用、背景にある思想や哲学など、
共通点が多かった。子どもの「学び」（学習）に
記録の焦点があわせられ、子どもや親の参加、
共有が重視されていた。記録が常に本人、家族
に開かれているということは、子どもの課題や
困難を記録する必要がある場合にも、それをス
トレングス視点でとらえなおし、むしろ子ども
が「学んでいる過程」として記録することを可
能にする。このことは、背景にある社会構成主
義の発達論や、豊かな可能性をもった存在とし
て尊重し信頼を寄せる子ども観とあいまって、
これからの保育を明るく展望することに結びつ
くと考えられた。
　また、記録をもとに保育者同士で話し合うこ
とは、４つすべての記録方法で重視されていた。
　本稿では続いて、実践力や実践の質向上に結
びつく記録を成り立たせるための前提として、
保育の基盤に据えたい思想や価値観を論じた。
第一に社会構成主義の発達論とナラティブ・ア
プローチ、第二に豊かな能力、可能性、創造性
をもった一人の市民としてとらえる子ども観、
第三に学び・育ちの過程を可視化するものとし
ての記録を、子どもとともにさらには保護者の
参加も得て作り出そうという姿勢、を指摘した。
そのうえで、実際の保育現場で取り組め、継続
していけるような記録方法であるために考慮す
べき点を４つ指摘した。
　これらの保育の基盤に置きたい思想や価値観
についてさらに考察を進め、現場に浸透するた
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めの方策を検討すること、また保育現場で実行
可能な記録方法であるために考慮すべき要素に
ついて、具体的な方法や展開を検討することが、
今後の課題である。

【注】
（１） 「保育実践記録」とは、「書きためた『日記と

しての記録』を、ある段階でつなげて……ま
とめ」（加藤2014：12）たものを指している。

（２） 「子どもたちの100の言葉」はレッジョ・アプ
ローチの創設者で、その幼児教育を世界的な
水準に高めることに貢献したローリス・マラ
グッツィの詩「でも、100はある。」に由来する。

「マラグッツィの思想を最も集約的に表現して
おり、レッジョ・エミリアの創造性の教育の
包括的な基盤を示している」（レッジョ・チル
ドレン2012：17）と評されるものである。

（３） 本稿では「親」「保護者」という表現を用いて
いるが、「親」については記録方法に関する文
献の表現を踏襲している。
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